
あなんカルチャー

参加資格　小学１年生から一般の方
※ピアノを使わない演奏はご遠慮ください。
開催日時　８月29日㈯、30日㈰
場所　夢ホール（文化会館）
参加料　１人1,000円
※４人以上は何人でも4,000円とします。
定員　150組（先着順）
募集期間　６月１日㈪～７月25日㈯必着
申込方法　①名前　②年齢　③住所　④電話番号　

⑤演奏曲目（作曲者等）　⑥演奏所要時間
（10分以内）　⑦アンサンブルの場合は
編成、譜面台、いすの必要数　⑧29日
と30日のうちいずれか都合のつかない
場合はその旨を記入のうえ、メールまた
は往復はがきでお申し込みください。

※演奏会はケーブルテレビが収録放映する場合があ
ります。

申込み・問い合わせは
〒774-0030　阿南市富岡町西池田135番地１　
文化会館「みんなでピアノ物語」係（☎21－0808）へ
Email：yumehallciviccouncil@gmail.com

■ みんなでピアノ物語　出演者募集

洋楽器を学ぶ子どもたちが練習成果を発表します。
日時　６月28日㈰　 13:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　公募による市内在住の子どもたち
　　　　（高校生以下）
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ ジュニアコンサート

2014年度オーディエンス賞、理事会推薦受賞の３
組による演奏会です。
日時　６月14日㈰　14:00開演　16:30終演予定
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　500円（小学生以上）
出演者　井出端　聡（クラリネット）
　　　　梅本敏行（ピアノ）
　　　　久米見奈子（マリンバ）
　　　　西野祐紀（ピアノ）
　　　　小川典子（ソプラノ）
　　　　萩野さおり（ピアノ）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ ロレアコンサート
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潜
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介
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。
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。
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。
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摂
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。
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。

　

同
じ
長
官
で
あ
っ
て
も
、
役
所
に
よ
り

字
を
変
え
て
あ
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。
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夫
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頭
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司
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弾
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台
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。　
　
　
　
　
（
終
わ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　豊國神社の豊臣秀吉像

（大阪城公園内）

「阿南市の先覚者たち」第１集・第２集の執筆者が
講演します。
日程　下表のとおり（全８回）
場所　文化会館
　　　第１回・第２回　研修室
　　　第３回～第８回　視聴覚室
受講料　年間1,000円
　　　　※開校式時に徴収
申込方法　往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番

号を記入のうえ、６月19日㈮までに（当
日消印有効）お申し込みください。

申込み・問い合わせは　
〒774-0030　富岡町西池田135番地１　
文化振興課「阿南市の先覚者たち講座」係

（☎22－1798）へ

■ 平成27年度「阿南市の先覚者たち」
　 講座受講者募集

講座 日　時 テーマ 講　　師

第１回 ７月16日㈭
18:30～20:00

「阿南市の先覚
者たち」の編集
に当たって、阿
南市の先人たち
をどう捉えてき
たか

市文化協会
会長　大和武生

第２回 ８月20日㈭
18:30～19:30 大栗清実 市文化財保護審議会

会長　湯浅良幸

第３回 ９月17日㈭
18:30～19:30

足利義冬・
義栄・義根

阿波公方民俗資料館
元館長　近藤勝美

第４回 10月15日㈭
18:30～19:30 日下八光 市文化財保護審議会

副会長　古川良夫

第５回 11月19日㈭
18:30～19:30

小川信雄
美馬順三
貫名菘翁

市文化協会
元会長　西　敏晴

第６回 12月17日㈭
18:30～19:30

加藤松林人
清原重以知

市美術協会
副会長　長谷　壽

第７回 １月21日㈭
18:30～19:30

井上節斎
澤田　紋

市文化協会
副会長　仁木一郎

第８回 ２月18日㈭
18:30～20:00 北條民雄 市文化協会

会長　大和武生

市の文化事業や歴史などを紹介します
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